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八重山獅子舞の音曲

中国や南方の影響を多分に受けているといわれる八重山の獅子舞の音曲は、そ

、 「 。 」 、の昔 獅子の踊りに合わせて シーシ シシシ シーシ シシシ と歓声を上げ

手拍子や鳴り物で囃し立てていた。

その中横笛が加わると、同じ音高で吹くようになった。

八重山の獅子舞の初まりは川平で、川平から大川、そして平得・真栄里、そこか

ら八重山全体に広まったというのが定説のようだが、音曲の類似性や強制移住に

よる分村などの歴史的事実からみて３系統に分類してみた。

（１）南洋系のメロディー

田邊尚雄氏は「石垣市新川と鹿児島県大隅地方の棒の打ち合いは、ミクロネシ

。」 。 、ア連邦のヤップ島の棒の打ち合いと同じである と述べている 波照間島では

「新川の棒と同じであったが……」と伝えられている。明和の大津波の後、波照

、 、間から大浜に 人強制移住させられ 生存者 人を加えて大浜村を再建させ419 115
人しか生存しなかった白保には、 人を強制移住させて白保村を再建させて28 418

いる。平得は登野城村に隣接しており他村からの移住はなかった。

（南方） → 波照間・新川 → 石垣・登野城

↓ ↓

大浜・白保 平得

ミクロネシア連邦のヤップ島の住民が石垣島の崎枝に漂着した際、手厚く介抱

して貰ったお礼に自分たちの棒（ヤップの棒）を伝授した。これに新川の「南風

ヌ島カンター棒」といっている。

1757 1771新川の伝統芸能となったのは 新川が石垣から分村した 年以後であり、

年の明和の大津波の後、与那覇在番の政策で御嶽信仰・その他の村の祭祀・獅子

舞などが盛大になった頃と同じ時期である。

「南風ヌ島カンター棒」の中に、獅子の入場曲があるが、安南系や中国系に比

べると非常に単純なメロディーである。
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採譜：筆者① 新川獅子入場曲

採譜：筆者② 石垣獅子入場曲

石垣獅子入場曲の８小節から 小節のメロディーは、新川の「南風ヌ島カン16
ター棒」の獅子入場曲をあしらい風に吹いているようである。登野城に隣接する

真栄里・平得の獅子入場曲も新川・石垣のメロディーと大同小異である。

採譜：筆者③ 登野城獅子入場曲

採譜：筆者④ 真栄里獅子入場曲
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採譜：筆者⑤ 平得獅子入場曲

（２）安南系のメロディー

帆船に頼った昔の航海は、南から南西の季節風（夏至南風）を利用して南方か
か ー ち ー べ ー

ら沖縄・日本本土へ、北東の季節風（新北風）では日本本土から沖縄・南方への
み い に し

航海しかできなかった。 年、川平の仲間松氏が安南に漂着し、中国へ回送1671
されるまで、超一流の文化国家中国の流れをくむ安南流横笛を習得し川平に帰り

着いて、村の人々に伝えた横笛の奏法は、単純な南方系（ヤップ流）に比べると

高度な技術を要するものである。

（安南）→ 川平 → 大川 → （真栄里） → 小浜など

↓

宮良

年、大川は登野城村から分村し、 年の明和の大津波で生存者 人に1757 1771 171
なった宮良へ小浜島から 人を強制移住させて、宮良村を復興させている。491

採譜：筆者① 川平獅子入場曲

川平の獅子の噂を聞いた大川村の指物大工が、川平の獅子頭に似せて獅子頭を

彫刻してから大川の獅子舞が始まったと伝えられている。 年、大川・新川1757
・真栄里・仲原の４村が創設されたが、登野城から分村した大川村は、隣接する

石垣村や親村であった登野城村とは異なる大川独自の芸風を目指したのであろう

か。

具志川市教育委員会主催の「第６回全島獅子舞フェスティバル」のパンフに、

「大川の獅子舞は、他村と違って前後２段構成の演出がなされていて特異であ
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。 、 （ ） 、る 前段は カンター 赤熊・赤毛の房 を被った若者が両手に金の玉をとって

御前舞を踊る。舞は「湊くり節」の曲に乗せ、詞は次の通りである。

今日の佳かる日や 照る月ん清らさ

山住みの獅子ん 出じてぃ舞い遊ぶ

風ぬ声ん止まり 波の声ん止まり

山住みぬ獅子ん 人に馴りてぃ遊ぶ

前段は、獅子ブギピトゥ（獅子あやし）２人が３尺棒を打ち合った後に、雌雄

２頭の獅子を誘い出して、ザーミマイ（座見回り、四方固め 、アナイ（戯れ遊）

び、組みあい、飛び上がったりする動物の擬態 、タマトリ（玉とり、紐のつい）

た玉を引き合う）など色々な芸を演じて、ブギピトゥの誘導で退場する 」と述。

べているように、他村と異なった芸能を誇示している。

（第６回全島獅子舞フェスティバルのパンフ：所載）大川の獅子

採譜：筆者② 大川獅子入場曲
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採譜：筆者③ 宮良獅子舞

明和の大津波（ 年）の後、小浜島から強制移住させられて村を興した宮1771
良の獅子の特徴は、子獅子を加えた親子３頭の親子獅子で哀調を帯びたメロディ

ーに無邪気にはね回る子獅子に注ぐ親獅子のきめ細かな愛情表現にある。


